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改定前 改定後 

【東邦Ａｌｗａｙｓデビットカード＜ＪＣＢ＞会員規約】 

第１章 総則 

第１条 （会員） 

 3. 本会員は、家族会員に対し、本会員に代わって家族カード（第 2条第 3

項で「家族カード」として定義される「カード」のうち家族会員に貸与され

るものをいいます。また当該カードのカード番号を含むものとします。以下

同じです。）を使用して、本規約に基づくデビットカード利用（JCB デビット

カードを用いて、JCB デビットカード取引を行うこと、および第 5条に定め

る付帯サービス等の利用を行うことをいいます。また、モバイル端末等にカ

ード番号を登録するなどして、当該モバイル端末等を使用したショッピング

利用等をする行為を含みます。以下同じです。）を行う一切の権限（以下「本

代理権」といいます。）を授与します。なお、本会員は、家族会員に対する本

代理権の授与について、撤回、取消または無効等の消滅事由がある場合は、

第29条第6項所定の方法により家族会員によるデビットカード利用の中止を

申し出るものとします。本会員は、この申し出以前に本代理権が消滅したこ

とを、両社に対して主張することはできません。 

 

第２条 （JCB デビットカード） 

 4.会員は、カード（ただし、署名欄（サインパネル）が設けられていないカ

ードを除きます。）を貸与されたときに直ちに当該カードの所定欄に自己の署

名を行わなければなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東邦Ａｌｗａｙｓデビットカード＜ＪＣＢ＞会員規約】 

第１章 総則 

第１条 （会員） 

 3. 本会員は、家族会員に対し、本会員に代わって家族カード（第 2 条第 3

項で定義される「カード」のうち家族会員に貸与されるものをいいます。ま

た当該カードのカード番号を含むものとします。以下同じです。）を使用して、

本規約に基づくデビットカード利用（JCB デビットカードを用いて、JCB デビ

ットカード取引を行うこと、第 4条の 2第 4項に定める WEB サービス等およ

び第 5条に定める付帯サービス等の利用を行うことをいいます。また、モバ

イル端末等にカード番号を登録するなどして、当該モバイル端末等を使用し

たショッピング利用等をする行為を含みます。以下同じです。）を行う一切の

権限（以下「本代理権」といいます。）を授与します。なお、本会員は、家族

会員に対する本代理権の授与について、撤回、取消または無効等の消滅事由

がある場合は、第 29条第 6項所定の方法により家族会員によるデビットカー

ド利用の中止を申し出るものとします。本会員は、この申し出以前に本代理

権が消滅したことを、両社に対して主張することはできません。 

 

第２条 （JCB デビットカード） 

 4.会員は、カードを貸与されたとき、カードに署名欄（サインパネル）があ

る場合は、直ちに当該カードの所定欄に自己の署名を行わなければなりませ

ん。 

 

第４条の２ （WEB サービス等） 

1.両社が本規約に基づき提供するサービスの一部には、両社所定の WEB サー

ビスである「MyJCB」および両社所定のオンライン本人認証サービス（インタ

ーネット等によるオンライン取引等に際し、パスワードの入力その他両社所

定の方法による本人認証を行うサービスをいいます。）である「J/Secure（TM）」

（以下、併せて「MyJCB 等」といいます。）を用いたサービスが含まれ、原則

として全ての会員は、MyJCB 等に利用登録されるものとします。ただし、パ

ソコンおよびスマートフォン等をいずれも保有しないなどインターネットを

使用できる環境にない会員は、MyJCB 等を利用する必要はありません。 

2.MyJCB 等の利用に関しては、両社が別途定める「MyJCB 利用者規定」および

「J/Secure(TM)利用者規定」が適用されるものとします。 

3.会員が「MyJCB」および「J/Secure（TM）」を利用しない場合（「MyJCB」ま
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第５条 （付帯サービス等） 

4.会員は、銀行が認める場合、銀行が別に定めるところに従い、WEB サービ

ス（「MyJCB」「MyJ チェック」等を含むが、それらに限りません。以下同じ

です。）の登録を行うことにより WEB サービスを利用することができます。

ただし、家族会員は、WEB サービスのうち一部の機能を利用することができ

ません。本会員は、入会時、銀行が別途定める規定に同意の上、「MyJCB」お

よび「MyJ チェック」に登録するための銀行所定の手続きをとり、また当該

登録を維持するものとします。 

5.銀行、JCB またはサービス提供会社が必要と認めた場合には、銀行、JCB

またはサービス提供会社は付帯サービスおよびその内容を変更することがあ

ります。 

 

第６条 （カードの有効期限） 

1.カードの有効期限は、カードの券面または会員本人のみが閲覧できる画面

等に表示された年月（以下「有効期限月」といいます。）の末日までとしま

たは「J/Secure（TM）」の利用登録がなされていない場合を含みます。）、会員

はオンライン取引によるショッピング利用ができない場合があります。 

4．会員は、両社が認める場合、当行が別に定めるところに従い、MyJCB 等以

外の WEB サービス（「MyJ チェック」等を含みますが、それらに限りません。

以下同じです。以下、MyJCB 等とその他の WEB サービスとを併せて「WEB サー

ビス等」といいます。）の登録を行うことにより WEB サービスを利用すること

ができます。ただし、家族会員は、WEB サービス等のうち一部の機能を利用

することができません。 

5.会員は、E メールアドレスもしくは携帯電話番号またはそれらの両方を保

有している場合には、両社所定の方法により、それら（ただし、家族会員は

Eメールアドレスのみに限ります。）を届け出るものとし、両社、JCB または

当社から送信される E メールまたはショートメッセージを速やかに受信し

確認することが可能な状態を維持するものとします。 

6.会員は、両社に届け出た Eメールアドレスまたは携帯電話番号を変更する

場合、直ちに両社所定の届出を行うものとします。 

7.会員が前二項に違反したことにより、会員に生じた損害について、両社の

責めに帰すべき事由がある場合を除き、両社は一切責任を負わないものとし

ます。 

 

第５条 （付帯サービス等） 

（削除） 

 

 

 

 

 

 

4.銀行、JCB またはサービス提供会社が必要と認めた場合には、銀行、JCB

またはサービス提供会社は付帯サービスおよびその内容を変更することがあ

ります。 

 

第６条 （カードの有効期限） 

1.カードの有効期限は、カードの券面または会員本人のみが閲覧できる画面

等に表示された年月の末日までとします。（なお、各年における当該有効期
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す。 

 

第９条 （届出事項の変更） 

1. 会員が両社に届け出た氏名、住所、電話番号、Eメールアドレス、勤務先、

職業、家族会員等（以下「届出事項」といいます。）について変更があった

場合には、両社所定の方法により遅滞なく両社に届け出なければなりません。

また、両社が会員に対して、会員の届出内容（変更に関する内容を含みます。）

を証する資料の提出を求めた場合には、会員はこれを提出しなければなりま

せん。 

 

 

第 2章 個人情報の取扱い 

第 14条 （個人情報の収集、保有、利用、預託） 

 3.会員等は、銀行または JCB が個人情報の提供に関する契約を締結した提携

会社（以下「共同利用会社」といいます。）が、共同利用会社のサービス提供

等のため、第 1項(1)①②③の個人情報を共同利用することに同意します。（共

同利用会社および利用目的は本規約末尾に記載のとおりです。）なお、本項に

基づく共同利用に係る個人情報の管理について責任を有する者は JCB となり

ます。 

 

第 19条 （デビットショッピングの利用） 

 2.会員は加盟店の店頭（自動精算機の場合を含みます。）において、JCB 所定

の方法により、カードを提示し、または非接触 ICカード等を所定の機器にか

ざし、加盟店の指示に従って、所定の売上票にカードの署名と同じ署名を行

うこと、加盟店に設置されている端末機に暗証番号を入力すること、または、

署名と暗証番号の入力の両方を行うことによりデビットショッピング利用を

行うことができます。また、売上票への署名または加盟店に設置されている

端末機への暗証番号の入力等にかえて、所定の手続きを行うことにより、ま

たは売上票への署名や端末機への暗証番号の入力を省略して、デビットショ

ッピング利用ができることがあります。但し、JCB カードの取扱加盟店（次

項から第 5項の加盟店を含みます。）のうち、両社が定める一部の加盟店では、

デビットショッピング利用ができません。 

 3.インターネット等によるオンライン取引等の通信手段を用いた非対面取引

その他両社が特に認めた取引を行う加盟店においては、会員は、加盟店所定

限の月と同じ月のことを、以下「有効期限月」といいます。） 

 

第９条 （届出事項の変更） 

 1. 会員が両社に届け出た氏名、住所、電話番号、Eメールアドレス、勤務先、

職業、家族会員、国籍、在留情報（会員が外国人である場合の在留資格、在

留期間等をいいます。）等（以下「届出事項」といいます。）について変更

があった場合には、両社所定の方法により遅滞なく両社に届け出なければな

りません。また、両社が会員に対して、会員の届出内容（変更に関する内容

を含みます。）を証する資料の提出を求めた場合には、会員はこれを提出し

なければなりません。 

 

第 2章 個人情報の取扱い 

第 14条 （個人情報の収集、保有、利用、預託） 

 3.会員等は、銀行または JCB が個人情報の提供に関する契約を締結した提携

会社（以下「共同利用会社」といいます。）が、共同利用会社のサービス提供

等のため、第 1項(1)①②③の個人情報を共同利用することに同意します。（共

同利用会社および利用目的は次のホームページにて確認できます。

https://www.jcb.co.jp/r/riyou/）なお、本項に基づく共同利用に係る個人

情報の管理について責任を有する者は JCB となります。 

 

第 19条 （デビットショッピングの利用） 

 2.会員は加盟店の店頭（自動精算機の場合を含みます。）において、JCB 所定

の方法により、カードを提示し、または非接触 ICカード等を所定の機器にか

ざし、加盟店の指示に従って、原則として加盟店に設置されている端末機に

暗証番号を入力することによりデビットショッピング利用を行うことができ

ます。なお、JCB が認める場合には、加盟店に設置されている端末機への暗

証番号の入力にかえて、カードの署名と同じ署名を行うこと、またはその他

所定の手続きを行うことにより、端末機への暗証番号の入力を省略して、デ

ビットショッピング利用ができることがあります。但し、JCB カードの取扱

加盟店（次項から第 5項の加盟店を含みます。）のうち、両社が定める一部の

加盟店では、デビットショッピング利用ができません。 

 

 3.インターネット等によるオンライン取引等の通信手段を用いた非対面取引

その他両社が特に認めた取引を行う加盟店においては、会員は、加盟店所定
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改定前 改定後 

の方法で、カード番号等を送信もしくは通知する方法により、または当該方

法に加えてセキュリティコードもしくは J/Secure（TM）利用者規定に定める

パスワードを送信する方法その他両社が別に定める方法により、デビットシ

ョッピング利用を行うことができます。この場合、会員はカードの提示およ

び売上票への署名を省略することができます。 

 

4.両社が特に認めたホテル・レンタカー等の加盟店における取引については、

予め会員が加盟店との間で合意している場合には、会員は、デビットショッ

ピング利用代金額の一部についてのみ、加盟店に対してカードの提示、売上

票への署名等を行い、残額（署名等を行った後、利用が判明した代金を含み

ます。）についてはカードの提示、売上票への署名等を省略することができま

す。 

7.(4)デビットショッピング利用の申込者に対して、セキュリティコードまた

は J/Secure（TM）利用者規定に定めるパスワードの入力その他両社が別に定

める操作を求める場合があります。申込者がセキュリティコードまたは

J/Secure（TM）利用者規定に定めるパスワードを誤って入力した場合、会員

によるカードの利用を一定期間制限することがあります。 

 

 

第 26 条 （明細） 

 1.会員は、別途、両社の定める「MyJCB 利用者規定」、同規定に付帯する「JCB

デビット会員向け特則」、「MyJ チェック利用者規定」および「『MyJ チェック

利用者規定』にかかる特則」を承認することにより、WEB サイト上で、デビ

ット取引の利用履歴を閲覧することができます。会員は、WEB サイト上で利

用履歴を閲覧できるか否かにかかわらず、両社が会員のデビット取引に関す

る利用明細書を発行しないことを、あらかじめ承認するものとします。 

 

第 28 条の 2（取引の制限等） 

  

 

 

(5)前各号のほか、会員が本規約に違反し、もしくは違反するおそれがある場

合、その他会員のカード利用が適切でないと銀行が合理的に判断した場合 

 

の方法で、カード番号等を送信もしくは通知する方法により、または当該方

法に加えてセキュリティコードもしくは J/Secure（TM）利用者規定に定める

パスワードを送信する方法その他両社が別に定める方法により、デビットシ

ョッピング利用を行うことができます。この場合、会員はカードの提示およ

び暗証番号の入力を省略することができます。 

 4.両社が特に認めたホテル・レンタカー等の加盟店における取引については、

予め会員が加盟店との間で合意している場合には、会員は、デビットショッ

ピング利用代金額の一部についてのみ、加盟店に対してカードの提示、暗証

番号の入力または売上票への署名等（以下「暗証番号入力等」といいます。）

を行い、残額（暗証番号入力等を行った後、利用が判明した代金を含みます。）

についてはカードの提示、暗証番号の入力等を省略することができます。 

 

 7. (4)デビットショッピング利用の申込者に対して、セキュリティコードま

たは J/Secure（TM）利用者規定に定めるパスワードの入力その他両社が別に

定める本人認証手続きを求める場合があります。申込者がセキュリティコー

ドまたは同規定に定めるパスワードを誤って入力した場合、その他両社が別

に定める本人認証手続きに失敗した場合、会員によるカード利用を一定期間

制限することがあります。 

 

第 26条 （明細） 

 1.会員は、別途、両社の定める「MyJCB 利用者規定」、同規定に付帯する「JCB

デビット会員向け特則」、「MyJ チェック利用者規定」および「『MyJ チェック

利用者規定』にかかる特則」に基づき、WEB サイト上で、デビット取引の利

用履歴を閲覧することができます。会員は、WEB サイト上で利用履歴を閲覧

できるか否かにかかわらず、両社が会員のデビット取引に関する利用明細書

を発行しないことを、あらかじめ承認するものとします。 

 

第 28 条の 2（取引の制限等） 

(5)会員が在留期間（出入国管理及び難民認定法に基づく在留期間をいいま

す。以下同じです。）の定めのある外国人である場合であって、会員の届出

によって銀行が確認できる在留期間の満了日が経過した場合 

(6)前各号のほか、会員が本規約に違反し、もしくは違反するおそれがある場

合、その他会員のカード利用が適切でないと銀行が合理的に判断した場合 
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改定前 改定後 

第 29条 （退会および会員資格の喪失等） 

4. 会員（(5)または(9)のときは、それに該当する会員をいい、家族会員が(1)、

(2)、(3)、(4)、(6)、(7)、(8)、(10)、(11)、(12)のいずれかに該当したと

きは、当該家族会員のみならず、本会員も含みます。）は、次のいずれかに

該当する場合、(1)、(5)、(12)においては当然に、(2)においては相当期間を

定めた銀行からの通知、催告後に是正されない場合、 (3)、(4)、(6)、(7)、

(8)、(9)、(10)、(11)においては銀行が会員資格の喪失の通知をしたときに、

会員資格を喪失します。また、本会員が会員資格を喪失した場合、当然に家

族会員も会員資格を喪失します。なお、本会員は、本規約に基づき銀行に対

して負担する債務については、会員資格の喪失後も、本規約の定めに従い支

払義務を負うものとします。また、本会員は、会員が会員資格喪失後にカー

ドを利用した場合にも支払義務を負うものとします。 

 

 

 

 

 

2023 年 6月 1日現在 

 

【ＭｙＪＣＢ利用者規定】 

 

 

 

 

 

 

 

第１条（定義） 

1.「会員」とは、⑴株式会社ジェーシービー（以下「JCB」という）、もしく

は⑵JCB の提携するカード発行会社が発行する JCB ブランドのカード、ま

たは JCB 所定のカード（以下、総称して「カード」という）の貸与を受け

た者（家族会員を含む）をいいます。 

2.「MyJCB サービス」（以下「本サービス」という）とは、JCB およびカード

発行会社（以下、併せて「両社」という）が、両社所定の Web サイト（以

第 29条 （退会および会員資格の喪失等） 

4. 会員（(5)または(9)のときは、それに該当する会員をいい、家族会員が(1)、

(2)、(3)、(4)、(6)、(7)、(8)、(10)、(11)、(12)のいずれかに該当したと

きは、当該家族会員のみならず、本会員も含みます。）は、次のいずれかに

該当する場合、(1)、(5)、(12)、(13)においては当然に、(2)においては相当

期間を定めた銀行からの通知、催告後に是正されない場合、 (3)、(4)、(6)、

(7)、(8)、(9)、(10)、(11)においては銀行が会員資格の喪失の通知をしたと

きに、会員資格を喪失します。また、本会員が会員資格を喪失した場合、当

然に家族会員も会員資格を喪失します。なお、本会員は、本規約に基づき銀

行に対して負担する債務については、会員資格の喪失後も、本規約の定めに

従い支払義務を負うものとします。また、本会員は、会員が会員資格喪失後

にカードを利用した場合にも支払義務を負うものとします。 

（中略） 

(13)会員が在留期間の定めのある外国人である場合であって、会員の届出に

よって銀行が確認できる在留期間の満了日から、銀行所定の期間が経過した

とき。 

 

2025 年 2月 28 日現在 

 

【ＭｙＪＣＢ利用者規定】 

本規定は、株式会社ジェーシービー（以下「JCB」という）または JCB の提携

するカード発行会社（以下「カード発行会社」といい、JCB とカード発行会社

を併せて「両社」という）から、JCB ブランドのカードまたは JCB 所定のカー

ド（以下、総称して「カード」という）の貸与を受けた会員が、MyJCB サービ

スを利用する場合の、両社が会員に提供するサービスの内容、利用方法、その

他 JCB または両社と会員との間の契約関係について定めるものです。会員は、

本規定に同意のうえ、本規定にかかるサービスの提供を受けるものとします。 

第１条（定義） 

1.「会員」とは、カードの貸与を受けた者（家族会員を含む）をいいます。 

 

 

 

2.「MyJCB サービス」（以下「本サービス」という）とは、両社が、両社所定

の Web サイト（以下「本 Web サイト」という）において提供する第 4条の
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改定前 改定後 

下「本 Web サイト」という）において提供する第 4条の内容のサービスを

いいます。 

3.「利用登録」とは、会員が、同人にカードを貸与したカード発行会社（以

下「カード発行会社」という）および JCB に対して、本サービスの利用を

申込み、両社が、当該会員による本サービスの利用を承認した場合に、当

該会員を利用者として登録することをいいます。 

4.「利用者」とは、本規定を承認のうえ、本サービスの利用を申込み、両社

に承認されて利用登録を完了した会員をいいます。 

5.「登録情報」とは、利用者が利用登録時に両社に届け出た Eメールアドレ

ス、秘密の合言葉（第 2条第 6項に定めるものをいう）その他の情報およ

び ID・パスワードの情報をいいます。 

6.「認証情報」とは、ID・パスワード、秘密の合言葉およびワンタイムパス

ワード（第 5条第 4項に定めるものをいう）の総称をいいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２条（利用登録等） 

2.本サービスの利用を希望する会員は、本規定を承認のうえ、両社所定の方

法により、カードの会員番号、E メールアドレスその他両社所定の届出事

項を申告のうえ、両社に本サービスの利用を申込むものとします。 

3.本規定を承認した会員は、併せて J/Secure（TM）利用者規定に同意するも

内容のサービスをいいます。 

 

3.「利用登録」とは、両社が、会員による本サービスの利用を承認した場合

に、当該会員を利用者として登録することをいいます。 

 

 

4.「利用者」とは、利用登録を完了した会員をいいます。 

 

5.「登録情報」とは、利用者が両社に届け出た Eメールアドレス、秘密の合

い言葉（第 2条第 5項に定めるものをいう）その他の情報および ID・パス

ワードの情報をいいます。 

6.「認証情報」とは、ID・パスワード、秘密の合言葉、ワンタイムパスワー

ド（第 5条第 4項に定めるものをいう）および暗証鍵その他本サービスを

利用するための本人確認に用いる情報の総称をいいます。 

7.「利用端末」とは、利用者が本サービスを利用するために用いる端末をい

います。ただし、端末の機種等によっては利用端末として用いることがで

きない場合があります。 

8.「パスキー認証」とは、暗号鍵を用い、かつ利用者が利用端末においてモ

バイル端末認証（第 5条第 5項に定めるものをいう）を行うことによって、

モバイル端末認証を行った者を利用者であると認証する認証方法をいいま

す。 

9.「暗号鍵」とは、利用者がパスキー認証を行う際に必要な、利用端末にお

いて使用するために、利用者ごと（カードごと）に生成される電磁的な情

報をいいます。 

10.「パスキー登録」とは、利用者がパスキー認証を行うために、両社所定の

方法により、パスキー認証の利用申込みを行い、両社が承認した場合に、

暗号鍵が利用端末に保存されることおよび利用端末の OS にかかるアカウ

ントの ID（以下「OS アカウント ID」という）に紐づくことをいいます。 

 

第２条（利用登録等） 

2.会員は、両社所定の方法により、本サービスの利用者として利用登録され

るものとします。 

 

3.本サービスの利用登録がなされた会員は、併せて J/Secure（TM）利用者規
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改定前 改定後 

のとします。ただし、一部 JCB の提携するカード発行会社の会員および JCB

所定のカードの貸与を受けた会員については、この限りではありません。 

 

4.両社は、前二項に基づき申込みを行った会員のうち、本サービスの利用を

承認した者に対して、本サービスの利用申込みがあったカードごとに、同

人を特定する番号（以下「ID」という）を発行します。 

 

5.ID を発行した時点で、利用登録の完了とします。ID の発行を受けた利用者

は、任意のパスワードを指定するものとします。 

6.利用者は、本サービスを利用するため、秘密の質問およびその答え（以下、

併せて「秘密の合言葉」という）を登録する必要があります。ただし、一

部のカードについては、この限りではありません。 

7.利用登録は、カードごとに行うものとします。同一のカードについて再度

利用登録を行った場合、従前の ID およびパスワードは効力を失うものとし

ます。 

8.利用者は、両社所定の方法により、本サービスの利用を中止することがで

きるものとします。ただし、両社所定のカードについては任意の中止はで

きないものとします。 

 

第５条（本サービスの利用方法） 

2.利用者は、本 Web サイトにおいて IDおよびパスワードを入力し（以下「ロ

グイン」という）、本規定等に従うことにより、本サービスを利用すること

ができるものとします。 

 

3.前項にかかわらず、両社は、IDおよびパスワードの入力に加えて、利用者

が事前に登録した秘密の合言葉の答えの入力を利用者に求める場合があり

ます。この場合、利用者は、ID およびパスワードに加えて、さらに当該答

えを入力するか、または次項に基づき発行されるワンタイムパスワードを

入力することで、本サービスを利用することができるものとします。 

（中略） 

  

 

 

 

定に基づく J/Secure(TM)の利用登録もなされるものとします。ただし、一

部 JCB の提携するカード発行会社の会員および JCB 所定のカードの貸与を

受けた会員については、この限りではありません。 

4.両社は、利用登録に際して、カードごとに、同人を特定する番号（以下「ID」

という）を発行します。 

 

 

5.利用者は、本サービスを利用するため、秘密の質問およびその答え（以下、

併せて「秘密の合い言葉」という）を登録する必要があります。ただし、

一部のカードについては、この限りではありません。 

 

 

6.利用登録は、カードごとに行うものとします。同一のカードについて再度

利用登録を行った場合、従前の ID およびパスワードは効力を失うものとし

ます。 

7.利用者は、原則として、本サービスの利用を任意で中止することはできな

いものとします。ただし、両社が特に認めた場合には、この限りではあり

ません。 

 

第５条（本サービスの利用方法） 

2.利用者は、本 Web サイトにおいて ID およびパスワードを入力する方法で認

証を行って本 Web サイトにログインすること（以下「ログイン」という）

により、本サービスを利用することができるものとします。 

3.前項にかかわらず、両社は、ログインに際して、ID およびパスワードの入

力に加えて、利用者が事前に登録した秘密の合い言葉の答えの入力を利用

者に求める場合があります。この場合、利用者は、IDおよびパスワードに

加えて、さらに当該答えを入力するか、または次項に基づき発行されるワ

ンタイムパスワードを入力することで、ログインすることができるものと

します。 

（中略） 

5.利用者は、両社所定の方法によりパスキー登録がなされ、当該パスキー登

録が有効である場合、前三項に基づく認証に代えて、利用端末のモバイル

端末認証（以下の各号のいずれかの方法による認証をいう）が行われるこ

とにより、両社所定の方法で暗号鍵を用いることによってパスキー認証を
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改定前 改定後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.両社は、入力された IDとパスワードの一致を確認することにより、その入

力者を利用者本人と推定します。なお、第 5条の 2に基づきおまとめログ

イン設定がなされている場合は、両社は、おまとめ対象 IDのいずれか 1

つおよびそれに対応するパスワードの一致を確認することにより、すべて

のおまとめ対象 IDに係るカードに関して、その入力者を利用者本人と推定

します。 

 

 

 

 

 

 

 

第７条（利用者の管理責任） 

 1.利用者は、自己の認証情報が本サービスまたは特定加盟店への情報提供サ

ービスにおいて使用されるものであることを認識し、厳重にその管理を行

うものとします。 

 

 

（中略） 

行い、ログインすることができるものとします。なお、最終ログイン日か

ら両社所定の日数が経過した場合は、利用者に対する特段の通知なくパス

キー登録は解除されるものとします。 

(1)利用端末を利用するために必要な暗証番号（以下「パスコード」という）

を当該利用端末に入力することにより、当該利用端末の正当な保有者であ

ることを認証する方法 

(2)利用端末を利用するための認証手続として生体認証機能が当該利用端末

に設定されている場合において、生体認証がなされることにより、当該利

用端末の正当な保有者であることを認証する方法 

(3)前二号のほか、利用端末の OS を提供する事業者が定める認証方法 

6.利用者が MyJCB アプリにログインしようとする場合であって、MyJCB アプ

リ利用者規定第4条第2項に基づきログイン方法を選択している場合には、

利用者がパスキー登録を行っている場合であっても、MyJCB アプリ利用者

規定第 4条第 2項に基づくログイン方法が適用されることとなります。 

7.両社は、入力された IDとパスワードの一致を確認することにより、その入

力者を利用者本人と推定します。ただし、パスキー認証を行う場合は、モ

バイル端末認証がなされたことにより、暗号鍵が用いられた場合には、当

該端末の占有者が利用者本人であると推定します（なお、パスキー認証は

利用者がパスキー登録を行った利用端末以外の端末（以下「他端末」とい

う）においても利用することができるため、他端末において当該他端末の

モバイル端末認証がなされた場合であっても、その結果暗号鍵が用いられ

た場合には、当該他端末の占有者が利用者本人であると推定します。）。な

お、第 5条の 2に基づきおまとめログイン設定がなされている場合は、両

社は、おまとめ対象 ID のいずれか 1つにおいて本条に基づく認証がなされ

ることにより、すべてのおまとめ対象 ID に係るカードに関して、当該認証

手続を行った者を利用者本人と推定します。 

 

第７条（利用者の管理責任） 

 1.利用者は、自己の認証情報（利用者がパスキー登録を行っている場合には、

パスコードならびに OS アカウント ID およびそのパスワードを含むものと

する。以下同じ。）が本サービスまたは特定加盟店への情報提供サービスに

おいて使用されるものであることを認識し、厳重にその管理を行うものと

します。 

（中略） 
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改定前 改定後 

3.自己の認証情報が第三者に使用されたことによる損害は、両社の故意また

は過失による場合を除き、両社は一切責任を負わないものとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 12 条（個人情報の取扱い） 

1.利用者は、両社が Eメールアドレスなどの登録情報、本サービスの利用に

関する情報等の個人情報につき、必要な保護措置を行ったうえ以下の目的

のために利用することに同意するものとします。 

 

⑴宣伝情報の配信等両社の営業に関する案内に利用すること 

⑵業務上の必要事項の確認やご連絡に利用すること 

⑶市場調査を目的としたアンケート用 Eメールの配信に利用するこ 

 と 

⑷統計資料などに加工して利用すること（なお、個人が識別できない情報

に加工されます。） 

 

 

 

 3.自己の認証情報が第三者に使用されたことによる損害は、両社の故意また

は過失による場合を除き、両社は一切責任を負わないものとします。ただ

し、利用者が認証情報、端末および第 5項に定めるクラウドサービス等に

利用するための認証情報等の管理に関して、本条に定める管理責任等に違

反していない場合には、両社は利用者の責任を求めません。 

（中略） 

5.利用者はパスキー登録を行った場合、第 5条第 7項に定める内容も考慮の

上、暗号鍵を複製（クラウドサービス上に保存する行為を含む）するか否

か、自己の責任において慎重に判断するものとし、暗号鍵を複製した場合

には、その結果複製された暗号鍵が第三者によって使用された場合であっ

ても、本条に基づく責任を負うものとします。また、利用者が暗号鍵を第

三者が提供するクラウドサービスまたはその他のアプリサービス等（以下

「クラウドサービス等」という）において保存している場合には、クラウ

ドサービス等を利用するための認証情報等（ID・パスワードを含むが、そ

れに限られない。）を厳重に管理するものとします。 

6.利用者は暗号鍵を保存している端末を厳重に管理する義務を負い、当該端

末の使用について一切の責任を負うものとします。また、当該端末を紛失し、

または盗難被害にあった場合には、直ちに両社に連絡し、両社からの指示が

ある場合にはこれに従うものとします。 

 

第 12 条（個人情報の取扱い） 

1.利用者は、両社が Eメールアドレス・電話番号などの登録情報および本サ

ービスの利用に関する情報等の個人情報につき、必要な保護措置を行った

うえ以下の目的のために利用することに同意するものとします。 

  ⑴本サービスを提供すること 

⑵宣伝情報の配信等両社の営業に関する案内に利用すること 

⑶業務上の必要事項の確認やご連絡に利用すること 

⑷市場調査を目的としたアンケート用 Eメールの配信に利用するこ 

 と 

⑸統計資料などに加工して利用すること（なお、個人が識別できない情報

に加工されます。） 

2.利用者のうち JCB が発行したカードの貸与を受けた会員（家族会員を含む

ものとし、以下「JCB 発行カード利用者」という）は、JCB が E メールアド

レス・電話番号などの登録情報、本サービスの利用に関する情報および JCB



東邦Ａｌｗａｙｓデビットカード＜ＪＣＢ＞ご利用規定集 新旧対照表 

10 

 

改定前 改定後 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.両社は、両社の業務を第三者に委託する場合、業務の遂行に必要な範囲で、

個人情報を当該業務委託先に提供します。 

 

 

 

 

 

が会員規約に基づき収集した利用者のカードの利用内容等の個人情報につ

き、必要な保護措置を行ったうえ、前項に加えて、以下の目的のために利

用することに同意するものとします。 

(1)JCB または JCB が提携する企業の商品やサービス・キャンペーン等の広

告の配信（広告配信対象者（JCB 発行カード利用者以外の第三者を含む。

以下同じ。）に応じて効果的または効率的に広告を行うために広告配信対

象者の趣味・嗜好を分析する行為を含む）に利用すること 

(2)JCBの公式SNSアカウント等を用いてJCB発行カード利用者に対するJCB

発行カード利用者の JCB カードの利用に関連する各種案内の配信をする

ために利用すること 

3.JCB は、前項の目的のために、JCB 発行カード利用者の Eメールアドレスお

よび電話番号を必要な保護措置を行ったうえで、前項(1)号の広告を配信す

る事業者（広告事業者、メディア運営事業者、Web サイト運営事業者等）

および前項(2)号の配信事業を行う SNS 事業者等（以下、併せて「提供先事

業者」という）に提供して、提供先事業者に JCB が指定した配信を行わせ

ることができるものとし、JCB 発行カード利用者はこれに同意するものと

します。なお、提供先事業者は、JCB から取得した個人情報と提供先事業

者が適正に取得した個人情報とを突合することができるものとします。提

供先事業者（外国事業者を含む）と提供する個人情報の利用目的および提

供先事業者が講ずる措置等については

https://www.global.jcb/ja/policy/privacy/thirdparty.html にあらか

じめ掲載します。また、JCB 発行カード利用者が

https://www.global.jcb/ja/policy/privacy/stop.html に掲載する方法

で、JCB が前項(1)号の目的で JCB 発行カード利用者の個人情報を利用する

こと、および当該目的のために本項に基づく第三者提供を行うことの中止

を申し出た場合、JCB は業務運営上支障がない範囲で、これを中止するも

のとします。 

4.両社は、両社の業務を第三者に委託する場合、業務の遂行に必要な範囲で、

個人情報を当該業務委託先に提供します。 

 

カード発行会社が株式会社ジェーシービーの場合、「カード発行会社」、「両

社」、「JCB またはカード発行会社」、「JCB または（もしくは）両社」を JCB と読

み替えるものとします。 

附則 

http://www.global.jcb/ja/policy/privacy/thirdparty.html
http://www.global.jcb/ja/policy/privacy/stop.html
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改定前 改定後 

 

 

 

JCB デビット会員向け特則 

第２条（本規定の変更） 

1.本規定第 1条第 1項を以下のとおりに変更します。 

「1「.会員」とは、株式会社ジェーシービー（以下「JCB」という）の提携

するカード会社が発行する JCB カード（以下「カード」という）の貸与を

受けた者（家族会員を含む）をいいます。」 

（MJ100000・20210730） 

 

 

【J/Secure（TM）利用者規定】 

第２条（定義） 

 

 

 

 

 

第３条（J/Secure（TM）利用登録） 

 1.会員が MyJCB サービスに利用登録する際その他両社所定の際に本規定に同

意することをもって、会員の J/Secure（TM）利用登録が完了します。 

 

第５条（認証方法） 

 5.ワンタイムパスワードの送付方法は、J/Secure（TM）利用者が両社に登録

した Eメールアドレス宛に Eメールを送信する方法、または J/Secure（TM）

利用者が両社に登録した携帯電話番号宛にショートメッセージ（SMS）を送

信する方法のいずれかとなり、J/Secure（TM）利用者はワンタイムパスワ

ードの送付先を選択するものとします。ただし、送付先の初期設定は Eメ

ールを送信する方法となります。 

 

第７条（J/Secure（TM）利用者の管理責任） 

 5.J/Secure（TM）利用者が第 5条第 1項⑴または⑵の認証方法を選択してい

る場合であっても、同条第 3項または第 4項に基づき、固定パスワードに

第 1条第 10 項に定めるパスキー登録の申込みが可能となるカードは、別途両

社が公表します。 

 

JCB デビット会員向け特則 

第２条（本規定の変更） 

1.本規定第 1条第 1項を以下のとおりに変更します。 

「1「.会員」とは、カード発行会社が発行する JCBデビットカードの貸与

を受けた者（家族会員を含む）をいいます。」 

 

（MJ100000・20250228） 

 

 

【J/Secure（TM）利用者規定】 

第２条（定義） 

(8)「MyJCB アプリ」とは、J/Secure(TM)利用者が MyJCB アプリ利用者規定に

基づき利用するアプリケーションをいいます。 

(9)「MyJCB アプリ認証」とは、第 6条第 2項に基づき、MyJCB アプリを用い

て行う J/Secure(TM)の認証方法をいいます。 

 

第３条（J/Secure（TM）利用登録） 

 1.会員は、両社所定の方法により、J/Secure（TM）利用者として J/Secure（TM）

利用登録されるものとします。 

 

第５条（認証方法） 

 5.ワンタイムパスワードの送付方法は、J/Secure（TM）利用者が両社に登録

した Eメールアドレス宛に Eメールを送信する方法、または J/Secure（TM）

利用者が両社に登録した携帯電話番号宛にショートメッセージ（SMS）を送

信する方法のいずれかとなり、J/Secure（TM）利用者はワンタイムパスワ

ードの送付先を選択するものとします。ただし、送付先の初期設定は両社

が登録情報に基づき設定するものとします。 

 

第７条（J/Secure（TM）利用者の管理責任） 

5.J/Secure（TM）利用者が第 5条第 1項 (2)の認証方法を選択している場合

であっても、同条第 3項または第 4項に基づき、固定パスワードによる認
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改定前 改定後 

よる認証が求められる場合もありますので、引き続き固定パスワードを厳

重に管理するものとします。 

（中略） 

8.他人にカード番号等を使用された場合（モバイル端末等にカード番号等を

登録するなどして、当該モバイル端末等が決済手段として使用された場合

を含む。）であって、その際に MyJCB アプリ認証が行われたときには、それ

らのカード利用代金は原則として本会員の負担としますが、会員規約（カ

ードの紛失、盗難による責任の区分）第 1項から第 4項および（カード番

号等の不正利用）第 1項から第 7項が適用されるものとします。ただし、

それらの条項が適用されることに加えて、J/Secure（TM）利用者が本規定

に違反した場合には、会員規約（カードの紛失、盗難による責任の区分）

第 2項または（カード番号等の不正利用）第 2項にかかわらず、カード利

用代金は本会員の負担とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 10条（J/Secure（TM）利用登録の解除等） 

1.J/Secure（TM）利用者は、両社所定の方法で申請することにより、J/Secure

（TM）利用登録を解除することができます。 

2.両社は、J/Secure（TM）利用者が次のいずれかに該当する場合、何らの催

告または通知を要することなく、当該利用者の J/Secure（TM）利用登録を

解除することができるものとし、また、当該利用者の J/Secure（TM）のサ

ービスの利用を停止することができるものとします。 

（中略） 

3.第 1項または第 2項に基づき、J/Secure（TM）利用登録が解除された場合

または J/Secure（TM）のサービス利用が停止された場合、当該会員は

証が求められる場合もありますので、引き続き固定パスワードを厳重に管

理するものとします。 

（中略） 

8.他人にカード番号等を使用された場合（モバイル端末等にカード番号等を

登録するなどして、当該モバイル端末等が決済手段として使用された場合

を含む。）であって、その際に MyJCB アプリ認証が行われたときには、それ

らのカード利用代金は原則として本会員の負担としますが、会員規約（カ

ードの紛失、盗難による責任の区分）第 1項から第 4項および（カード番

号等の不正利用）第 1項から第 7項が適用されるものとします。ただし、

それらの条項が適用されることに加えて、J/Secure（TM）利用者が本規定

もしくは MyJCB アプリ利用者規定に違反した場合または以下の(1)(2)(3)

のいずれかに該当した場合（(2)および(3)においては、MyJCB アプリに用

いる端末の管理等に関する J/Secure(TM)利用者の故意または過失の有無

を問わない。）には、会員規約（カードの紛失、盗難による責任の区分）第

2 項または（カード番号等の不正利用）第 2 項にかかわらず、カード利用

代金は本会員の負担とします。 

(1)MyJCB アプリ利用者規定に定めるパスワードまたはパスコードが使用

されたとき（ただし、パスワードまたはパスコードの管理につき、

J/Secure(TM)利用者に故意または過失が存在しない場合を除く） 

(2)MyJCB アプリにおいて生体認証機能による認証が利用されたと  

 き 

(3)MyJCBアプリにおいてMyJCBアプリ利用者規定に定めるオートログイン

機能を用いることが選択されていた場合 

 

第 10 条（J/Secure（TM）利用登録の解除等） 

（削除） 

 

1.両社は、J/Secure（TM）利用者が次のいずれかに該当する場合、何らの催

告または通知を要することなく、当該利用者の J/Secure（TM）利用登録を

解除することができるものとし、また、当該利用者の J/Secure（TM）のサ

ービスの利用を停止することができるものとします。 

（中略） 

2.前項に基づき、J/Secure（TM）利用登録が解除された場合または J/Secure

（TM）のサービス利用が停止された場合、当該会員は J/Secure（TM）参加
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改定前 改定後 

J/Secure（TM）参加加盟店においてショッピング利用を行うことができな

い場合があり、会員はこれをあらかじめ認めるものとします。 

 

（附則） 

J/Secure（TM）利用者には、本規定本文のほか、本附則の各条項が適用されま

す。 

1.ワンタイムパスワードについては、2023 年 2 月 13 日時点において、

J/Secure ワンタイムパスワード（TM）利用者規定に基づきワンタイムパス

ワードアプリを用いた発行がなされていますが（以下、当該ワンタイムパ

スワードのことを「ワンタイムパスワード（アプリ）」といい、ワンタイム

パスワード（アプリ）を用いたサービスのことを「アプリサービス」とい

います。）、アプリサービスは、別途両社が公表する日付をもって終了とな

ります。アプリサービスが終了されるまでの間、ワンタイムパスワード（ア

プリ）は、本規定本文に定める「ワンタイムパスワード」に該当しますが、

第 5条第 5項は適用されません。また、アプリサービスについては、本規

定に優先して、J/Secure ワンタイムパスワード（TM）利用者規定が優先的

に適用されます。 

2.別途両社が公表する日付以降、E メールおよびショートメッセージを用い

たワンタイムパスワードの発行サービス（以下「新ワンタイムパスワード

サービス」という。）が開始され、その時点から第 5条第 5項が適用されま

す。当該ワンタイムパスワードは、本規定本文に定める「ワンタイムパス

ワード」に該当します。 

3.第 5条第 1項⑵に定める MyJCB アプリ認証を利用する認証サービスは、別

途両社が公表する日付以降に開始します。本規定本文の条項のうち、MyJCB

アプリ認証について定める条項は当該開始日から適用されます。 

4.アプリサービスの利用者のうち、両社に有効な Eメールアドレスまたは携

帯電話番号（以下「新ワンタイムパスワード通知先」という。）を登録して

いる会員について、両社は新ワンタイムパスワードサービスの開始以降、

順次、当該利用者に通知のうえ、新ワンタイムパスワードサービスへの切

替を行います。また、アプリサービスの利用者のうち、両社に新ワンタイ

ムパスワード通知先を登録していない会員について、両社は新ワンタイム

パスワードサービスの開始以降、新ワンタイムパスワード通知先を両社所

定の期間内に登録するよう当該利用者に対して案内を行ったうえで、当該

期間内に新ワンタイムパスワード通知先が登録されなかった場合には、順

加盟店においてショッピング利用を行うことができない場合があり、会員

はこれをあらかじめ認めるものとします。 

 

（削除） 
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改定前 改定後 

次、固定パスワードを利用する方法による本人認証への切替を行います。 

（JS100000・20230213） 

 

【MyJ チェック利用者規定】 

MyJ チェック利用者規定にかかる特則 

第１条（本特則の適用） 

1.本特則は、「MyJ チェック利用者規定」（以下「本規定」という）に定める

本サービス内容に関し、カード発行会社が発行する JCB デビットカードの

本会員に適用されます。 

 

 

2.本特則に定めのない事項については、本規定および JCB デビット会員規約

が適用されます。 

 

（MJ100001・20230331） 

 

【東邦Ａｌｗａｙｓデビットカード＜ＪＣＢ＞保証委託約款】 

第２条 （保証の解約） 

(4)第９条の一つにでも該当した場合、第９条の表明が事実ではなかった場

合、及び第９条の確約に違反した場合等。 

 

第６条 （業務委託） 

会員は、銀行が本約款に定める事務等を保証会社に業務委託することを予め

承認するものとします。 

 

第７条 （充当順位） 

 

第８条 （届出事項） 

 １．会員が保証会社に届け出た氏名、住所、電話番号（連絡先）、勤務先、職

業、お支払口座等に変更が生じた場合は、遅滞な 

く保証会社に届け出るものとします。なお、本項に関する届け出を銀行に行

った場合は、当該届け出内容は両社が共有するものとします。 

 

 

 

（JS100000・20250228） 

 

【MyJ チェック利用者規定】 

MyJ チェック利用者規定にかかる特則 

第１条（本特則の適用） 

1.本特則は、「MyJ チェック利用者規定」（以下「本規定」という）に定める

本サービス内容に関し、カード発行会社が発行する JCB デビットカードの

本会員（個人カードの場合）および法人会員（法人カードの場合）（これら

を総称して以下「JCB デビットカードの会員」という）に適用されます。 

2.本特則に定めのない事項については、本規定および JCB デビット会員規約

（個人カードおよび法人カードに適用されるそれぞれの会員規約を指す）

が適用されます。 

（MJ100001・20240301） 

 

 

【東邦Ａｌｗａｙｓデビットカード＜ＪＣＢ＞保証委託約款】 

第２条 （保証の解約） 

(4)第８条の一つにでも該当した場合、第８条の表明が事実ではなかった場

合、および第８条の確約に違反した場合等。 

 

 

（削除） 

 

 

第６条 （充当順位） 

 

第７条 （届出事項） 

 １．会員が保証会社に届け出た氏名、住所、電話番号、E メールアドレス、

勤務先、職業、家族会員、国籍、在留情報（会員が外国人である場合の在留

資格、在留期間等をいいます。）等（以下「届出事項」といいます。）に変更

が生じた場合は、遅滞なく保証会社に届け出るものとします。なお、本項に

関する届け出を銀行に行った場合は、当該届け出内容は両社が共有するもの

とします。 
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改定前 改定後 

第９条 （反社会的勢力の排除） 

 

第 10 条 （個人情報の収集、保有、利用、預託） 

 

第 11 条 （個人情報の開示、訂正、削除） 

 

第 12 条 （個人情報の取り扱いに関する不同意） 

 

第 13 条 （契約不成立時および退会後の個人情報） 

１．保証会社が本約款に基づく保証委託の申込を承認しない場合であっても

保証委託の申込をした事実は、承認をしない理由のいかんにかかわらず、第

10 条に定める目的に基づき一定期間利用されます。 

２．会員規約第 29条に定める退会の申し出または会員資格の喪失後も、第

10 条に定める目的および開示請求等に必要な範囲で、法令等または両社が定

める所定の期間個人情報を保有し、利用します。 

 

第 14 条 （合意管轄） 

 

第 15 条 （約款の改定） 

2019 年 12 月 31 日現在 

 

第８条 （反社会的勢力の排除） 

 

第９条 （個人情報の収集、保有、利用、預託） 

 

第 10 条 （個人情報の開示、訂正、削除） 

 

第 11 条 （個人情報の取り扱いに関する不同意） 

 

第 12 条 （契約不成立時および退会後の個人情報） 

１.保証会社が本約款に基づく保証委託の申込を承認しない場合であっても

保証委託の申込をした事実は、承認をしない理由のいかんにかかわらず、第

9条に定める目的に基づき一定期間利用されます。 

２．会員規約第 29 条に定める退会の申し出または会員資格の喪失後も、第 9

条に定める目的および開示請求等に必要な範囲で、法令等または両社が定め

る所定の期間個人情報を保有し、利用します。 

 

第 13条 （合意管轄） 

 

第 14 条 （約款の改定） 

2025 年 2月 28 日現在 

 

 


